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参考資料
（第31回大阪府学校教育審議会 抜粋）



２．府立高校等の現状と課題認識
① 府立高校等の現状
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⑻ 2年以上定員に満たない府立高校

２－① 府立高校等の現状
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２．府立高校等の現状と課題認識
② 府立高校等のこれまでの取組の成果
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普
通
科
高
校

普通科のみ
117
校

専門学科併置 19校

総合学科高校 3校

専門高校 16校

夜間定時制高校 29校

通信制高校 1校

普通科
高校
(108校）
※募集停
止校含む

普通科のみ 36校

専門コース設置 28校

専門学
科併置
20校

文理学科 10校

国際教養科 6校

体育科 2校

芸能文化科 1校

音楽科 1校

総合選択制 19校

単位制 4校

教育センター附属校 1校

総合学科高校 10校

専門高校
(15校）

農業 2校

工科 9校

国際・科学 3校

総合造形 1校

クリエイティブスクール 6校

夜間定時制高校 15校

通信制高校 1校

連携型中高一貫校 2校

【平成11年度】

【平成24年度】
普通科
高校
(84校）
※募集停止校含
む

普通科のみ 32校

専門コース設置 36校

専門
学科
併置
11
校

国際科（グローバル科） ２校

国際教養科 ５校

体育科 ２校

芸能文化科 １校

音楽科 １校

総合学科併置 １校

単位制 ３校

教育センター附属校 １校

総合学科高校 ① 下記②③以外 15校

② エンパワメントスクール 8校

③ クリエィティブスクール 1校

多部制単位制 クリエイティブスクール 2校

専門高校
(25校）

農業 2校

工科 9校

総合造形 1校

文理学科（GLHS校） 10校

国際文化科・総合科学科 3校

定時制高校 15校

通信制高校 1校

連携型中高一貫校 2校

【令和２年度】

自立支援推進校 9校

共生推進校 10校

通級指導教室設置校 4校

２－② 府立高校等のこれまでの取組の成果

⑴ 府立学校の学科等別学校数

自立支援推進校 9校

共生推進校 4校
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２．府立高校等の現状と課題認識
③ 府立高校のあり方等に係る審議に向けた課題認識
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２－③ 今後の府立高校のあり方等に係る審議に向けた課題認識

〇 さまざまな配慮を要する生徒
「知的障がい」「発達障がい」など、「さまざまな配慮を要する生徒」が、近年増加している。
※H24年文科省調査は、公立小中学校の通常の学級において、「学習面・行動面で著しい困難を示す児童生徒」の
割合を6.5％と推定する。

・ 府教育委員会は、府立支援学校の知的障がいのある児童生徒は、
Ｈ28（2016）年度（6,658人）から
Ｒ８（2026）年度（8,248人）までの10年間で
1,590人増加すると推計した（再掲）。

〇 府立高校に在籍する障がいのある生徒の増加
府内市町村中学校で支援学級に在籍する生徒数は、中学校はこの10年間でほぼ倍増。
（知的障がいのある生徒：約２.4倍、自閉症・情緒障がいのある生徒：約３.0倍）。
大阪では、府内中学校の支援学級を卒業した生徒の約2割が支援学校高等部に進学し、約3割が公立高校、約4割
が私立高校の進路を選択。

① 配慮を要する生徒の増加 ～ 府立高校における機能強化等の必要性⓵

② 府立高校における配慮を要する生徒の現状 ～ 府立高校における機能強化等の必要性②

〇 「ともに学び、ともに育つ」教育
府教育委員会では、「ともに学び、ともに育つ」教育の柱のひとつとして、府立高校において、自立支援推進校や共生推
進校などの設置などの取組みを進めてきた。

自立支援推進校 9校 90人、共生推進校 10校 75人、通級指導教室設置校 4校 20人

〇 高校生活支援カード
入学時に生徒・保護者が記載した「高校生活支援カード」を活用して、生徒の状況や本人・保護者のニーズを把握。
・ 全府立高校（全日制・定時制・通信制）に在籍する生徒数108,458人（令和２年度）のうち
障がいにより配慮を要する生徒数 3,174人（3.04％）※平成26年度より人数比40％増

⑴ 「公平性」追求にあたっての課題
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（⑴「公平性」追求にあたっての課題）

２－③ 今後の府立高校のあり方等に係る審議に向けた課題認識

府立学校条例（平成24年4月1日施行）
〇 第2条第2項
・ 「入学を志願する者の数が三年連続して定員に満たない高等学校で、その後も改善する見込みがないと
認められるものは、再編整備の対象とする」

〇 条例に基づく募集停止校
2015年 西淀川 （2017年募集停止、2019年閉校）
2016年 大正 （2018年募集停止、2020年閉校）
2017年 柏原東・長野北 （2019年募集停止、2021年閉校）

〇 現状
3年連続 岬、枚岡樟風（※）
2年連続 福井、島本、野崎、かわち野、泉鳥取、箕面東、美原、茨田、平野、大正白稜、西成

※ 今年度は、コロナによる受験生等の不安を避ける観点から、1年間判断を保留

③ 再編整備の状況 ～ 郊外部に位置する生徒の受け皿の減少

④ 生徒の地元志向 ～ 府立高校における「地域性」

〇 旧の通学区域ごとの志願者の割合

8

志願者の比率

旧1区 旧２区 旧3区 旧4区 その他 合計

旧１区の高等学校 96.2％ 2.6％ 0.3％ 0.1％ 0.9％ 100.0％

旧２区の高等学校 4.2％ 85.3％ 8.7％ 0.9％ 0.8％ 100.0％

旧３区の高等学校 0.8％ 6.3％ 86.7％ 5.4％ 0.8％ 100.0％

旧４区の高等学校 0.1％ 0.1％ 6.0％ 93.4％ 0.3％ 100.0％

全体 旧の通学区域内にある公立中学校出身者の割合90.7％



⑵ 「卓越性」追求にあたっての課題

２－③ 今後の府立高校のあり方等に係る審議に向けた課題認識

〇STEAM教育※等の教科等横断的な学習の推進による資質・能力の育成
⇒文理の枠を超えた教科等横断的な視点による教育の必要性

※STEAM教育： Science（科学）、 Technology（技術）、 Engineering（工学）、Mathematics（数学）を統合的に学習する

「STEM教育」に、 さらにArts（人文科学・リベラルアーツ）を統合する教育手法

〇課題の発見と解決に必要な知識・技能と主体的・協働的に取り組む資質・能力の育成
⇒国内外の大学、企業、地域等の関係機関との連携

〇GIGAスクール構想の実現によるICTを活用した「主体的・対話的で深い学び」の実現
⇒一斉学習、個別学習及び協働学習を組み合わせることによる学びの深化

〇AI、ロボティクス、ビッグデータ、IｏTといった技術の高度な発達
⇒情報活用能力、データリテラシーの向上

〇個々の能力を存分に伸ばせる高度な学びの機会など新たな学びへの対応
⇒大学や研究機関等の多様な人材・リソースを活用したアカデミックな知見を用いた指導の推進

Society5.0時代の到来に向け、グローバル化や情報化などが加速度的に進展する社会においては、ＳＤＧｓ

（持続可能な開発目標）の視点も踏まえた、国際的な視野や課題発見・解決能力、論理的思考力、探究力、
コミュニケーション能力を育てることが必要。そのため、さらなる高度な学びの機会の創出が求められる。
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■ 未来社会を創造する教育の実現 ～将来を見据えた高度な学びの機会の創出の必要性～
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大阪府の府立高校等の状況＜データ集＞ 抜粋
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<右目盛>

ﾋﾟｰｸ：426,706（H元）

ﾋﾟｰｸ：5,644,376（H元）

出典：文部科学省「学校基本調査」、大阪府「大阪の学校統計」
※国立・公立・私立の計（全日制・定時制のみ）
※各年5月1日現在（R02年度は速報値）

高等学校の生徒数の推移（全国・大阪府）
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（人） （人）

R02大阪 高等学校
(参考) 中等教育
学校(後期課程)

国 立 1,330 -

公
立

府立 106,495 -

市立 14,561 -

私 立 91,734 155

合計 214,120 155

 全国・大阪府とも同じような増減傾向で推移。
 大阪府では、平成元年をピークに減少し、近年はやや増加傾向であったが、27年度からは減少している。

（年度）
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ﾋﾟｰｸ：5,512校（S63）

出典：文部科学省「学校基本調査」、大阪府「大阪の学校統計」※国立・公立・私立の計（全日制・定時制のみ）
※各年5月1日現在

高等学校の学校数の推移（全国・大阪府）

R02大阪
高等

学校

(参考) 中等

教育学校

国 立 1 -

公
立

府立 135 -

市立 24 -

私 立 96 1

合計 256 1
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（校）

 全国・大阪府とも同じような増減傾向。
 昭和６０年頃からはほぼ横ばいだったが、近年は減少傾向で推移。

（年度）
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※全日制・定時制のみ
※学科数について、同一の学科が全日制・定時制の両方に設置している場合は１として計上。
※「その他」には、理数、体育、音楽、美術、外国語、国際関係等の学科がある。

学科数の推移（全国）
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（年度）

出典：文部科学省「学校基本調査」

（学科数）

 商業科が大きく減少している一方、総合学科が増加傾向で推移。



全日制の課程

普通科 65,878

農業に関する学科 1,153

工業に関する学科 6,042

国際教養科 1,148

国際文化科 1,438

グローバル科 476

体育科 460

総合科学科 1,107

文理学科 10,390

芸能文化科 110

音楽科 117

総合造形科 586

総合学科 15,445

合計 104,350

クリエイティブスクール

全日制総合学科
（全日制の課程
総合学科再掲）

684

Ⅰ部（普通科） 402

Ⅱ部（普通科） 134

Ⅲ部（普通科） 106

合計 1,326

定時制の課程

普通科 832

総合学科 670

合計 1,502

通信制の課程

合計 1,963
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※令和２年5月1日現在

【課程・学科別生徒数】

府立高校の課程・学科別生徒数
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多
部
制
単
位
制

 府立高校において、全日制の課程の生徒数は府立全体の96.2％を占める。
 全日制の課程の生徒のうち、普通科が約63.1％。次いで、エンパワメントスクール開校により
総合学科が14.8％、文理学科が10.0％、工業に関する学科が5.8％を占める。

大阪府教育庁調べ
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府立高校の学級規模の推移（大阪府）

15

（年度）

（校）

 平成２年度頃までは、ほとんどの府立高校が１学年あたり１０学級以上の規模。その後、学級規模の減少が進
んでいる。

 平成２７年度以降、８～９学級規模の学校が減少傾向にある一方、６～７学級規模の学校が増加傾向にある。

大阪府教育庁調べ
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※令和３年度以降は、学校基本調査（令和２年5月1日現在）における
府内公立小・中学校在籍児童・生徒数から推計。

推計値実績値

（人）
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公立中学校卒業者数の推移と将来推計（大阪府）

 平成２９年は、ピーク時（昭和６２年）の約半数（50％）。
 今後、生徒数の減少傾向が続くと予測される。

選抜年度 卒業者数 対ピーク時

昭和62年 147,907 （実績） 100%

・
・

・
・

・
・

平成23年 72,298 （実績） 48.9%

平成24年 74,832 （実績） 50.6%

平成25年 75,207 （実績） 50.8%

平成26年 77,316 （実績） 52.3%

平成27年 75,643 （実績） 51.1%

平成28年 74,849  （実績） 50.6%

平成29年 74,051 （実績） 50.1%

平成30年 71,929 （実績） 48.6%

平成31年 69,913 （実績） 47.3%

令和２年 68,590  （速報値） 46.4%

令和３年 65,560 （推計） 44.3%

令和４年 67,130 （推計） 45.4%

令和５年 66.980 （推計） 45.3%

令和６年 66,790 （推計） 45.2%

令和７年 65.510 （推計） 44.3%

令和８年 65,320 （推計） 44.2%

令和９年 64,160 （推計） 43.4%

令和10年 63,140 （推計） 42.7%

令和11年 61,760 （推計） 41.8%
（年度
選抜）

大阪府教育庁調べ



公立高校入学者選抜における競争倍率の推移
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公立高校の入学者選抜の状況①（大阪府）

17（年度選抜）

（倍）

 平成23年度選抜は、私立高校の授業料無償化拡大等の影響により公私間の流動化が起こり、
新たに設置された文理学科を含む前期選抜以外は大きく倍率を下げた。

 平成25年度選抜は、選抜日程の前倒しや前期実施校の拡大により、倍率は上がった。
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大阪府教育庁調べ
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府内公立高校（昼間の学校）の志願割れの状況

（未満数：人）

※校数・未満数とも二次選抜終了時点のデータ

公立高校の入学者選抜の状況②（大阪府）

（年度選抜）
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 志願倍率が大きく下がった平成23年度選抜は、大幅な定員割れが発生。

（校数）
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昼間の高等学校における
公立中学校卒業者の公私の受入実績比率の推移

高等学校生徒の公私比率の推移（大阪府）
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高等学校（全日制）の公私生徒比率の推移

（年度）

 昼間の高等学校の募集人員については、私立高校授業料無償化制度の実施とあわせて、公私分担比率
（７：３）の設定を廃止。

 平成２３年度選抜において、初めて７割を下回わり、平成２５年度選抜～平成２７年度選抜は若干上昇した
ものの、その後は公立が低下する傾向。

 公私の生徒数は、概ね６：４で推移。

（年度）
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高等学校（全・定）卒業後の進学率・就職率の推移（全国・大阪府）

20

（年度）

※進学率：大学・短大等への進学率（専門学校は含まず） 出典：文部科学省「学校基本調査」

 全体的な傾向は、全国、大阪府ともほぼ同じような増減傾向にあり、大阪府が全国に比べ

進学率が高く、就職率が低い傾向にある。


